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創
立
時
か
ら
受
け
継
が
れ
る
理
念

Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
現
の
た
め
文
理
を
超
え
た
教
育

成
蹊
大
学
は
１
９
１
２
年
、
大
正
自
由
教
育

の
旗
手
で
あ
る
創
立
者
の
中
村
春
二
が
、

三
菱
財
閥
の
４
代
目
総
帥
の
岩
崎
小
弥
太

と
銀
行
家
・
今
村
繁
三
の
支
援
の
も
と
創
設
し
た
成
蹊

実
務
学
校
を
前
身
と
し
て
い
ま
す
。「
個
性
の
尊
重
」「
品

性
の
陶
冶
」「
勤
労
の
実
践
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
小

中
高
大
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
一
堂
に
通
う
成
蹊
学

園
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
個

性
と
自
由
を
尊
重
し
た
人
間
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
成
蹊
学
園
で
は
１
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
「
成
蹊
気
象
観
測
所
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
本
物
に
触
れ
る
教
育
」
を
教
育
の
原
点
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
本
物
に
触
れ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と

で
問
題
意
識
を
科
学
的
思
考
に
高
め
、
持
続
可
能
な
未

来
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
い
ち
早

く
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
、
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
学
園
ぐ
る
み
で

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
６
年
４
月
に
は
新
た
に

「
国
際
共
創
学
部
（
国
際
共
創
学
科
）」
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

高
度
化
・
複
雑
化
し
た
現
代
の
社
会
課
題
の
解
決
、

そ
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
従
来

の
文
系
・
理
系
の
枠
組
み
を
超
え
た
複
眼
的
思
考
を
備

え
、
他
者
と
の
「
共
創
」
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
共
創
学
部
で
は
、
創
立
以
来
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
蹊
大
学
が
、
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
る
中

で
作
り
あ
げ
た
学
部
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
お
よ
び
世
界
の
地
域
の
文
化
や
諸
課
題
を
知
り
、

人
の
営
み
そ
の
も
の
を
学
ぶ
「
国
際
日
本
学
専
攻
」
と
、

自
然
環
境
や
地
理
と
い
っ
た
人
と
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
を
探
究
す
る
「
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
専
攻
」

の
２
専
攻
を
設
定
。
専
門
教
育
と
「
文
理
複
眼
」
の
思

考
を
養
う
専
攻
を
横
断
し
た
学
び
、
そ
し
て
英
語
を
は

じ
め
と
す
る
諸
言
語
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た

情
報
分
析
な
ど
、
現
代
社
会
に
必
須
と
な
る
多
彩
な
学

び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
育
成

実
務
学
校
を
源
流
に
も
つ
成
蹊
大
学
は
、
ま

す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
社
会
で
の
諸
問

題
を
実
践
解
決
で
き
る
人
材
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

だ
け
で
は
な
く
、
学
外
で
の
学
び
も
必
要
で
す
。
成
蹊

大
学
に
は
、
産
業
界
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
続
く
選
抜
制
の

産
学
連
携
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
丸
の
内
ビ
ジ
ネ

ス
研
修
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
：M

arunouchi B
usiness 

T
raining

）」
で
す
。
文
理
融
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

３
年
次
生
お
よ
び
大
学
院
１
年
次
生
を
対
象
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
中
心
地
で
あ
る
丸
の
内
で
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
を

中
心
と
す
る
企
業
と
共
に
、
異
な
る
考
え
方
や
専
門
分

野
へ
の
相
互
理
解
を
深
め
ま
す
。
４
月
の
学
内
準
備
研

修
か
ら
始
ま
り
、
丸
の
内
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
、
10
〜
11
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
発
表

会
・
丸
の
内
成
果
発
表
会
ま
で
、
約
７
カ
月
か
け
て
課

題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
三
菱
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
（
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｔ
：

M
itsubishi O

verseas B
usiness T

raining

）

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
を
持
ち
、
将
来
海
外
で
活
躍
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
希
望
者
は
３
年
次
の
夏
期
休
業
期
間

中
の
約
１
週
間
に
わ
た
り
、
協
力
企
業
へ
派
遣
さ
れ
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
や
駐
在
員
と
の
交
流
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
文
化
・
習
慣
・
宗
教
・
働
き

方
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
多
様
な
切
り
口
か
ら
「
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
」
を
醸
成
し
、
将
来
的
な
人
格
形

成
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
繋
が
る
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

全
学
共
通
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
は
、
学
部
横
断
型
の
「
成
蹊

G
lobal S

tudy P
rogram

（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）」
が
始
動

し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｓ
Ｐ
は
選
抜
さ
れ
た
１
学
年
90
名
の
学

習
意
欲
と
英
語
力
の
高
い
学
生
が
学
部
の
枠
を
越
え
て

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
実
践

的
な
英
語
力
の
強
化
、
英
語
に
よ
る
専
門
科
目
、
Ｇ
Ｓ

Ｐ
専
用
の
少
人
数
発
信
型
の
ゼ
ミ
の
設
置
、
手
厚
い
経

済
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
貢
献
で

き
る
ス
キ
ル
や
積
極
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
専
用
ゼ
ミ
で
は
、
２
年
次
前

期
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
２
年
次
後
期
に
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
通

し
て
、
英
語
に
よ
る
質
問
力
・
発
信
力
を
高
め
ま
す
。

３
年
次
の
ゼ
ミ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
協
働
学
習
）
を

行
い
、
提
案
力
や
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
留
学
に
つ
い
て
も
授
業
料
減
免
制
度
や
奨

学
金
給
付
制
度
の
増
額
な
ど
の
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

充
実
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
副
専
攻
制
度
」「
成
蹊

G
lobal S

tudy P
rogram

」
の
修
了
証
は
デ
ジ
タ

ル
証
明
書
の
一
つ
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
（1）

で
発
行

さ
れ
ま
す
。個

々
に
向
き
合
う
充
実
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制

就
職
活
動
を
成
功
に
導
く
た
め
の
秘
訣
は
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、

早
め
の
準
備
を
行
う
こ
と
で
す
。
ど
の
よ

う
な
準
備
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
不
安
を
抱
え
る
学
生

を
最
大
限
支
援
す
る
の
が
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
１
年
次
か
ら
幅
広

く
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
次
か
ら
は
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
対
応
な
ど
具
体
的
な
就
職
活
動
全

般
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
個
別
相
談
件
数
は
年
間
約

１
万
３
０
０
０
件
に
の
ぼ
り
、
学
生
が
相
談
員
を
選
択

し
て
予
約
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。「
業
界
研
究
セ

ミ
ナ
ー
」「
キ
ャ
リ
セ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（2）

」「
優
良
企
業
の

探
し
方
講
座
」「
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
各
種
支

援
講
座
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

学
部
を
越
え
た
全
学
共
通
科
目
で
あ
る
「
成
蹊
教
養

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
内
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
も
充
実
。

社
会
の
諸
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
講
師
に
招

き
、
大
学
生
活
を
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
接
続
す
る
ヒ

ン
ト
を
学
べ
る
講
義
を
実
施
す
る
「
桃
李
キ
ャ
リ
ア
入

門
」
を
は
じ
め
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
と

い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
社
会
で
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
大
学
で
何
を
学
び
、
行
動
す
る
か
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
１
年
次
か
ら
体
系
化
さ

れ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
、
目
指
す
将
来
像
を
早
期
に
具

体
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

成
蹊
大
学
の
２
０
２
５
年
度
の
就
職
率
は
97
・
８
％
。

就
職
希
望
者
の
約
６
割
が
企
業
規
模
従
業
員
１
０
０
０

名
以
上
の
大
企
業
に
就
職
を
し
て
お
り
、
経
済
動
向
に

か
か
わ
ら
ず
高
い
実
績
を
残
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
成
蹊
大
学
は
全
学
部
が
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
、

文
系
理
系
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
た

め
、
将
来
が
心
配
と
い
う
方
も
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
活
気
あ
る
吉
祥
寺
の
街
と
魅
力
に

富
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
４
年
間
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
、

大
い
に
成
長
な
さ
れ
る
よ
う
教
職
員
一
同
全
力
で
支
援

し
ま
す
。
ご
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
、
森
雄

一
学
長
は
受
験
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

成蹊大学
〒180-8633　東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
アドミッションセンター事務室　TEL 0422-37-3533
https://www.seikei.ac.jp/university/

森
もりゆういち

雄一学長
1994年東京大学大学院人文科学研究科
博士課程中退。修士（文学）（東京大学）。成
蹊大学文学部教授、同文学部長などを経て、
22年4月より現職。

「共創人材」を育成する多彩な学び
持続可能な社会実現を目指し
26年４月「国際共創学部」を開設

Seikei University

成蹊大学

　吉祥寺に全学部を集約したワンキャンパスを擁する成蹊大学は、1906
（明治39）年に創立者・中村春二が創設した「成蹊園」を起源とします。その
後、岩崎小弥太と今村繁三の支援・協力を得て、1912（明治45）年に「成
蹊実務学校」を開設。旧制成蹊高等学校の時代を経て、現在に至っています。
　創立以来受け継がれてきた自由でリベラルな校風のもと、「丸の内ビジネス
研修」や「三菱海外ビジネス研修」など、企業と連携した実践的な人材育成
プログラムを展開。次の100年を見据えた今日、「共創人材」の育成を教育
の柱に掲げ、2026年4月には「文理の複眼思考」を基盤に他者との共創を
探究する新学部「国際共創学部」を開設しています。

大学HP

SU
MMARY

成蹊学園卒業生で、世界的建築家の坂茂氏設計による情報図書館PICK UP
（1） オープンバッジ
　修得した知識やスキルを対外的に証
明する国際技術標準規格のデジタル証
明書。成蹊大学では副専攻制度、成蹊
Global Study Program、成蹊ア
ントレナーシッププログラム、丸の内
ビジネス研修、数理・データサイエン
ス・AIリテラシープログラムなどで
発行している。

（2） キャリセンLIVE
　オンラインツールを使用し、就職活
動時期に合わせたトピックスを生配信
（年間約20回実施）している。配信
が一方通行にならないように、配信中
に学生の質問に回答し、双方向のコ
ミュニケーションを図っている。疑問
や不安を参加者同士で共有することが
でき、就職活動へのモチベーション
アップにもつなげている。
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